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（目的）Cytarabine（以下Ara－C）の経ロプロドラ
ッグであるCytarabine　Ocfosfate（以下SPAC）を
MDSに投与し、経時的に血中Ara　・一　C及びAra－U濃度
を測定、極少量　Ara－C療法時のそれと比較して、
若干の知見を得たので報告する。
（方法）対象は63－73歳のMDS3例にSPACを100－300
mg／day、1－3w投与。服用前より投与終了後2週間
まで経時的に採血し、血中濃度をRIA法で測定し
た。また別の2例にAra－C　lOmg／day、2w皮下注し、
投与後6時間まで同様に測定した。
（結果）血中Ara－C濃度はSPACでは投与期間中、
漸増傾向を呈し、最高値は2．5－16．3ng／mlで、終
了後徐々に減少し2w後で検出感度以下となった。
またAra－U濃度もほぼ同じ推移を示した。　Ara－C少
量皮下注では、約50分で最高値となり投与1日目
ではその後比較的速やかに低下し、6時間で測定
感度以下となったが、6日目では約5ng／mlを維持
した。
（結語）SPACは、　Ara－C　lOmgで比較すると300mg
が必要と思われた。本剤は経口剤であり高齢者
MDSに対して有用な治療法の一つとして考えられ
た。
【目的】トライアスロンの競技後の心理的疲労訴
因状態を感情プロフィール検査（POMS）を用いて
調べ，その時の血中ストレス関連ホルモン濃度に
ついて検討する．【対象と方法】琵琶湖アイアン
マントライアスロンに出場した29名の男性（平均年
齢36±8．6歳頃を対象とし，POMS検査および血中ホ
ルモン濃度（ACTH，β一endorphin，　Conisol，　Adrena］㎞e，
Noradrenaline）の測定を競技前々日，および直後に
行った．　【結果1選手の平均競技時間は11時間21
分であった．平均血中ホルモン濃度はいずれも，
競技前と比較し競技直後に有意に上昇した
（p＜O．OO　1）．競技前のPOMSは，　「活気」が13．4点と
最も高く，他のネガティブなスコアの低い氷山型
を示した．競技直後のPOMSでは，競技前と比較し
「疲労」は有意に高くなった（p＜0．001）が「活気」
は低下せず維持されていた．しかし競技直後に，
「活気」が低下し「疲労」が高くなり，極度の心
理的疲労状態を呈する者が存在した．そこで，競
技直後のPOMSの「活気」が，標準化スコアである
Tスコアの50点未満かつ「疲労」がTスコア50点
以上を示したものを疲労困値群（E群），疲労得点の
高低に拘わらず活気得点がTスコアの50点以上を
示したものを非疲労困値群（N群）とした．2群間で
年齢および競技時間に有意差は認められなかった．
E群はN群と比較し，競技直後のβ一endo1phin（E：
13．7±5．4pg！tn1，　N：28．7±21．18pg！ml，　p＜0．05）およ
びNoradrenaline濃度（E：0．82±0．28nglml，　N＝1．12士
0．35ng！ml，　p＜0．01）が有意に低値を示し，また
ACmも謡言を示す傾向（E：98．1±110．25pg！ml，
N：244．0±242．2pg／ml，p＝0．09）が認められた．
ColtisolおよびAdrenalineでは2群間で有意な差は認
められなかった．　【考察】心理的疲労困懲群では，
非疲労困懲群と比較して競技直後の血中ストレス
関連ホルモン濃度が低く，長時間持久運動ストレ
スに対する脳下垂体系および交感神経系ホルモン
の反応性が低下していることが考えられた．
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